
前半 後半

1
1:25,000デジタル標高地形図『東

京都区部』
2006（平成18）年 国土地理院 ● ●

2
冨嶽三十六景　東海道品川御殿

山ノ不二

1830 ～ 1832（文政13～天

保3）年頃
当館

○

（複製）
○

前北斎為一（葛飾北斎）

画

3
江戸実測図（南）（江戸府内

図）
1817（文化14）年 国土地理院 ● ●

4 東京府下品川町全図（部分） 1924（大正13）年 当館 ● ●

5 最新品川区明細地図（部分） 1937（昭和12）年 当館 ● ●

6 徳川吉宗像
1929～1930（昭和4～5）

年
公益財団法人德川記念財団 ● ●

7 有徳院殿御実紀附録　巻一七 1862（文久2）年写 国立公文書館 ● ●

8 再校　江戸砂子 1772（明和9）年 当館 ○ ○

9 新編武蔵風土記　巻五十六 1830（文政13）年 国立公文書館 ● ●

10 起立記 1857（安政4）年以降
宇田川家所蔵・当館寄託（北

品川宿名主宇田川家文書）
○ ○ 品川区指定文化財

11 宿方明細書上帳　二 1843（天保14）年

慶応義塾大学文学部古文書室

（武蔵国品川宿助郷市野倉村

名主横溝家文書）

● ●

12
地誌御調書上（『品川町史』

（上巻）所収）
1932（昭和7）年 当館 ● ●

13 東都名所　御殿山遊興
1840 ～1842（天保11～

13）年頃
当館 ○ 初代歌川広重画

14 東都名所　御殿山之夕桜 1831（天保2）年頃 当館 ○ 初代歌川広重画

15 江戸御殿山桜盛之風景
1804 ～48（文化末～弘化

期）
当館 ○ ● 溪斎英泉画

16 江戸名所花暦　巻之一　春 1827（文政10）年
当館（今井金吾コレクショ

ン）
○ ○ 岡山鳥編　長谷川雪旦画

17 続花譜（下）
1803～1804（享和3～文化

元）年

宮内庁書陵部図書課図書寮文

庫
● ● 市橋長昭撰　桜井雪鮮画

18 東都歳事記　春下 1838（天保9）年 当館 ○ ○
斎藤幸成編著　長谷川雪

旦画・松斎雪堤補画

19 南浦桜案内（品川大井桜案内） 1833（天保4）年以降 当館 ○ ○ 杜格斎景山板

20 飛鳥山・御殿山図
1833～1846（天保4～弘化

3）年
北区飛鳥山博物館 狩野養信筆

21 品川御殿山花見
1818～1830年代（文政～

天保初期）頃
一般財団法人北斎館所蔵 ● ●

北斎改為一（葛飾北斎）

筆

22
浮絵　和国景夕品川御殿山新庭

之図
1770 年代

ボストン美術館

Denman Waldo Ross Collection

06.575 Photograph © 2025

Museum of Fine Arts, Boston.  All

rights reserved. c/o DNPartcom

● ● 歌川豊春画

23
東都名所　御殿山花見　品川全

図

1832～1842（天保3～13）

年
当館 ○

○

（複製）
初代歌川広重画

24 品川秋月（「江都八景」より） 1854（安政元）年頃 那珂川町馬頭広重美術館 ● ● 初代歌川広重筆

品川区立品川歴史館開館40周年記念特別展「御殿山」（後期）展示資料リスト

後期前半展示…1月17日（土）～２月10日（火）、前期後半展示…2月11日（水）～3月8日（日）

〇マークは原資料展示、●マークはパネル展示

番号 資料名 年代 所蔵（資料群名） 備考

プロローグ　御殿山とは？

展示期間

※展示資料リストの番号と図録の資料番号は一致しません。

第一章　江戸の名所へ

1　御殿山園地開放、紅葉と桜の名所へ

原資料：1/17～

1/31、2/10～2/21、

3/1～3/8

パネル：2/1～2/8、

2/22～2/28

1 ページ



25 御殿山秋月
1804～1818（文化年間）

頃
当館 ● ○ 沢雪嶠画

26 新編武蔵風土記　巻五十六 1830（文政13）年 国立公文書館 ● ●

27 塙保己一像 江戸時代後期 公益社団法人温故学会 ● ●

28 群書類従版木 江戸時代 公益社団法人温故学会 ● ●
原資料　国指定重要文化

財

29 和学所御用留　一
1793 ～1802（寛政5～享和

2）年
早稲田大学図書館 ○ ●

30 和学所御用留　十五 1861（文久元）年 早稲田大学図書館 ● ○

31 年々随筆　一 1801（享和元）年 国立公文書館 ● ●

32 和学所御用留　十二
1854 ～1856（嘉永７～安

政３）
早稲田大学図書館 ○ ●

33 和学所御用留　十六 1862（文久2）年 早稲田大学図書館 ● ○

34

品川御殿山松平駿河守下屋敷ヨ

リ御台場ノ土ヲ荷図（「幕末風

俗図巻」）

幕末期か 神戸市立博物館 ● ●

35
卯三月十三日御支配より御下渡

之写品川宿控
明治時代以降 当館（六行会旧蔵文書） ○ ○

36 平野弥十郎肖像 明治時代

北海道大学大学文書館

（大島正健・大島正満・大島

智夫関係資料）

● ●

37
平野父翁昔日語（伊藤家本）弐

之巻
1853（嘉永6）年

北海道大学大学文書館

（平野弥十郎関係資料）
○ ○

38
内海御台場御築立御普請御用日

記
1853（嘉永6）年

当館

（下蛇窪村名主伊藤家文書）
○ ○ 伊藤清一郎筆

39 名所江戸百景　品川御殿やま 1856（安政3）年4月 当館 ○ 初代歌川広重画

40
五十三次名所図会二　品川御殿

山より駅中を見る
1855（安政2）年7月 当館 ○ 初代歌川広重画

41 御殿山最寄見取図 江戸時代後期
東京大学史料編纂所

（外務省引継書類）
○ ○

42
異人館取建地之儀ニ付内密奉歎

願候
1860（万延元）年4月5日

当館（南品川宿名主利田家文

書）
○ ○

43

英国ミニストルより差出候書翰

蘭文和解（『英国往復書翰　自万延

元年庚申至文久元年辛酉』所収）

1861（文久元）年4月6日
東京大学史料編纂所

（外務省引継書類）
● ●

44 御殿山公使館地図 1862（文久2）年頃
東京大学史料編纂所

（外務省引継書類）
● ●

45 御殿山絵図 明治時代か 個人蔵
○

（複製）
○

46 英国公使館側面図（複製）
2025年製作（原資料：

1861（文久元）年）
当館 ○ ○

原資料：東京大学史料編

纂所所蔵（外務省引継書

類）

47
品川御殿山元英国公使館ノ焼失

残建物取払ニ付通知一件
1867（慶応3）年8月

東京大学史料編纂所

（外務省引継書類）
○ ○

48 字芝ノ前畑地反別小前連印帳 1871（明治4）年6月
立正大学所蔵・当館寄託（南

品川宿名主利田家文書）
○ ○

49 東海道品川三宿区別略絵図 明治時代初期 当館（六行会旧蔵文書） ● ●

50
平野父翁昔日語　四之巻（上）

（伊藤家本）
1870（明治3）年

北海道大学大学文書館

（平野弥十郎関係資料）
○ ○

第三章　開かれる御殿山

2　幕府直轄地と様々な土地利用～江戸城土取場と『群書類従』版木保管庫

2　御殿山外国公使館の建設

1　品川御台場の大規模土木工事

第二章　諸外国との交渉の中で

1　鉄道の開通と御殿山
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51
平野父翁昔日語　五之巻（下）

（伊藤家本）
1871（明治4）年

北海道大学大学文書館

（平野弥十郎関係資料）
○ ○

52 東京新橋より横浜迄鉄道線路図
1876～1882（明治9～15）

年
西尾市岩瀬文庫 ● ●

53

御受書（『回議録　品川々口間

鉄道増買上及変換道路買上書

類』所収）

1885（明治18）年
東京都公文書館

（東京府・東京市行政文書）
● ●

原資料　国指定重要文化

財

54 八ッ山通過する下り列車 1885（明治18）年以降 松鷹文庫　前里孝氏 ● ●

55

従東海道品川陸橋到御殿山陸橋

線路改良平面図（『第二課文書類

別・土木（共5 冊之5）・鉄道ニ関ス

ル書類・完＜第二課＞』所収）

1897（明治30）年
東京都公文書館

（東京府・東京市行政文書）
● ●

原資料　国指定重要文化

財

56

OVER BRIDGE AT SHINAGAWA

STATION（『第二課文書類別・土

木（共5冊之5）・鉄道ニ関スル書

類・完＜第二課＞』所収）

1897（明治30）年
東京都公文書館

（東京府・東京市行政文書）
● ●

原資料　国指定重要文化

財

57

御殿山仮橋設計之図（『第二課文

書類別・土木（共5 冊之5）・鉄道ニ

関スル書類・完＜第二課＞』所収）

1897（明治30）年
東京都公文書館

（東京府・東京市行政文書）
● ●

原資料　国指定重要文化

財

58 御殿山橋から見た品鶴線の陸橋
1955～1960（昭和30｜～

35）年

当館

（直津健吉氏収集資料）
● ● 直津健吉撮影

59 御殿山橋から旧陸橋方面 2025（令和7）年8月 当館 ● ●

60 業種別品川区便覧図（部分）
1949 ～ 1951（昭和24～

26）年
当館 ● ●

61
益田孝肖像写真（『自叙益田孝

翁伝』所収）
1939（昭和14）年 国立国会図書館 ● ●

62 品川碧雲台諸景 明治～大正時代 当館 ○ ○

63 崔子玉座右銘断簡 平安時代 公益財団法人大師会 ● ●

空海筆

原資料　国指定重要文化

財

64 釈迦如来像 伝鎌倉時代 東海寺（東海寺普通什物）

65 益田孝書簡 1926（大正15）年5月6日 東海寺（東海寺普通什物） ○ ○

66

日比谷平左衛門肖像写真（実業之

世界社編輯局『財界物故傑物伝　下

巻』所収）

1936（昭和11）年 国立国会図書館 ● ●

67
日比谷平左衛門邸図面　各階平

面図

1905 ～1923（明治38～大

正12）年

清水建設株式会社

（「彩色設計図集」）
○ ●

68
日比谷平左衛門邸図面　洋館四

方立面図

1905 ～1923（明治38～大

正12）年

清水建設株式会社

（「彩色設計図集」）
● ○

69
帝国興信所創業10周年記念大園

遊会絵葉書
1909（明治42）年 帝国データバンク史料館 ○ ○

70
品川御殿山（関西写真出版印刷合

資会『さくら狩』所収）
1902（明治35）年 国立国会図書館 ○ ○

71 原邦造肖像写真 昭和時代

公益財団法人アルカンシエー

ル美術財団／原美術館ARC所

蔵

● ●

72 原六郎肖像写真 大正～昭和時代

公益財団法人アルカンシエー

ル美術財団／原美術館ARC所

蔵

● ●

73 原邦造邸品川御邸竣工写真 1938（昭和13）年 国立近現代建築資料館所蔵 ○ ○ 会期中ページ替えあり

74 原美術館 2001（平成13）年頃

公益財団法人アルカンシエー

ル美術財団／原美術館ARC所

蔵

● ● 渡邉修撮影

75 御殿山史 1936（昭和11）年 個人蔵 ○ ○ 鈴木善太郎著

2　財界人の屋敷街として

原資料：1/17～

2/10、2/28～3/8

パネル：2/11～2/27
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76 上空からみたソニー周辺 1987（昭和62）年 ソニーグループ株式会社所蔵 ● ●

77 1980 年代頃の御殿山一帯 1980 年代頃 森トラスト株式会社所蔵 ● ●

78 現在の御殿山全景 2025（令和7）年9月撮影 当館 ● ●

※原資料の状態により、展示期間が変更になる場合があります。
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